
「HPSセミナー&ワークショップ」に関するご意見・ご感想 回答数

・ＨＰＳの現場での活動（独自）や事例を学ぶことが出来、勉強になった。 31

・ＨＰＳのことを病院スタッフがもっと理解していくことや連携・協働の重要性を学んだ。 9

・修了生として色々な現場での活動を知り、勇気づけられた。
  いろいろなアイディアがあり、学ぶことが多かった。
  また、小児医療の児環境づくりも参考になった（これからも不安が沢山あるが
  お互いに情報交換をし専門性を高めていければよいと思った）。

8

・職場ですぐに取り入れたり・購入したりでいるツールや取り組みがあり、とても参考になった。 8

・とても内容が濃く勉強になった（ディストラクションツール、プレパレーションの方法等）。 6

・ＨＰＳを社会に知らせていくことが必要であると感じた。 6

・ワークショップを楽しみながら体験できた。分かりやすく自分を知る機会になった。 5

・子どもにとって遊びの重要性を再確認した（改めて痛感した）。 4

・様々な病院でのＨＰＳの活動を知り、日本で小児医療のプレパレーションが
  進んでいるこると感じた。

3

・ディストラクションツールを年齢や状況に合わせて意図的に使い分けていくことの
  必要性を学んだ。

3

・「全ての子どものために、全ては子どものために」のテーマの重要性を感じた。 2

・子どもの目線でディストラクションを行うことの大切さを学び、今後の活用に生かしていける。 2

・全てのプログラムがとても興味深く良かった。 2

・障害児へのあそびの提供を知り、ＮＩＣＵで過ごす病児にも遊びを提供していくことの
  大切さを感じたので改善していきたい。

1

・子どものためによりよい医療を提供するに当り、まだまだ出来ることがあると感じた。 1

・活動報告はとても参考になり、資料も豊富で（遠方から）来た甲斐があった。 1

・ワークショップを体験して自分の気持ちを表現することは難しいと感じた。 1

・一日があっというまでした。もっといろいろな話を聞いてみたいと思った。 1

・他病院での実際の事例か聞けて、講義の復習になった（６期生）。 1

・先生やフランシスの話を聞くことで振り返りの学びになった（修了生）。 1

・一日の内容がとても勉強になり、外部のものでも参加できたことが嬉しかった。 1

・時間通りに進行されてこと。 1

・集団のプレパレーションのメリットとデメリットについて考えさせられた。 1

・ＨＰＳの訪問支援はとても素敵だと思った。 1

・フランシス先生からＨＰＳの基本を学び、修了生から実践例を報告され勉強になった。 1

・ＨＰで知り一般参加したがひとり１人の子どもが大切にされていることを知り、感激した。 1

・大きな組織の中では新しい挑戦は難しいのに、皆さんの取り組みに大変感動した。 1

・実践の評価と報告を積極的に行っていること。 1

・看護師として採血時のプレパレーションやでキストラクション等を具体的に学べた。 1

・ポスター発表は４例とも分かりやすかった（しかしサイズか小さかった）。 1

・事例発表、プレゼンテーションの方法など今後の活動の参考になった。 1

・修了生たちの実践に感激・感動した。 1

・こんなリアルで素敵な実践が出来る職種は他にないと思った。 1

・いろんな発表、研究方法があり、自分のポートフォリオにも役立てて生きたいと思う。 1

・職場にＨＰＳがいないので看護師としてプレパレーションやディストラクションを
　行っていく上で参考になった。

1



・ＨＰＳをはじめて知り、とても有意義な仕事であると思った。世の中にこんな重症な
　こどもがいることさえ想像していなかった。

1

・急性期の患者を担当する看護師であるがHPSへの理解が未だ浸透していないので
  今日学んだことを生かして理解を広めたい。

1

・子どものためにという意識の高さに感動した。HPS資格への興味をもった。 1

・重症心身障害児への遊び提供はどうしていいかわからなかったが、今日学んだことを
　生かして行きたいと思った。

1

・このような豊かな内容を無料で聞けて感謝している（自閉症カンファランス等は高額を
　支払わなければ受講できない）。

1


